















































































































































































































































































































































































































































日系 非日系 日系 非日系
20代 3 2
30代 2 1 3





















• 事例４ 男性（日系 53歳）
– 自殺について考えること多い






• 事例６ 女性（非日系 38歳）
– 来日後19歳の時、自殺未遂




• 事例８ 女性（日系 30歳）
– 自殺を考えたことがあるが、娘
たちのために図れなかった






































⇒ 過去に通院 2人 今後希望する 3人
現在通院 2人 考えたことがない 3人
受ける必要がない 1人
３．考察
• 経済危機下での失業や収入減も背景にあり、複合的な
要因により精神的なストレスを負っている
• 今まで心の拠り所であった帰国が困難となり、閉塞感
や絶望感を感じている
• 母国語で相談できる窓口が必要
⇒＊抑うつ傾向や自殺念慮は、日本人市民調査と
同様の結果
＊相談相手のいない人が、日本人市民調査の2倍
４．その後の展開
浜松市在住外国人
メンタルヘルス相談支援事業
メンタルヘルス相談窓口を開設
• 2010年7月、メンタルヘルス
相談窓口（ブラジル人対象）
– ＠浜松市多文化共生センター
– ブラジル人の心理カウンセラー
が対応
• 窓口開設時間
– 火曜、金曜、
– 第1、3、5土曜
– 第2、4日曜
– 9時～16時、無料
– 事前予約 同センター
tel 053-458-2310
静岡新聞（夕刊） 2010年7月6日（火）p.3
2011年度は増員
• 2010年度の相談実
績は実件数697件
– 月平均77.4件
– 当初想定48件を
上回る
• 2011年4月１名増員
– 男女１名ずつの
２名体制に強化
静岡新聞 2011年5月19日（木）p.22
相談員のプロフィール
• 男性相談員
– 1968年、サンパウロ州生まれ、ブラジル国籍
– ブラジルの大学を卒業、心理学士
– サンパウロや東京の心理クリニック、ＮＰＯ、精神科
病院、少年院等で心理面接相談の経験あり
• 女性相談員
– 1958年、サンパウロ州生まれ、帰化で日本国籍
– ブラジルの大学を卒業、心理学士
– 日本心理学会認定心理士
– 浜松市内精神科クリニック等で通訳業務経験あり
相談内容（697件中の比率）
• 面接（82%）、電話（18%）で面接が多い
• 市外からの相談も41%と多い
• 家族の問題（50%）、教育上の問題（17%）、
医療機関（10%）が多い
• 男女はほぼ半数だが、女性が56%
• 継続相談が50％
傾向から読み取れる今後の展望
• 開設当初に比べると相談数は漸減。
• しかし東日本大震災以降、また増加。
• 子どものこと、学校のことの相談が多いが、
背景には夫婦間など家庭環境や子育ての困
難さといった要因も認められる。
• 関連機関との連携が必要な場合が多い。
• 精神科未受診は89%と多い。
• 放射能問題もあり、状況は不安定。
• 市外からの相談も多く、各地での対応が必要。
調査結果にご関心のある方は、
• ＨＰ上で概要をｐｄｆで読むことができます。
– 「浜松市における外国人市民のメンタルヘルス実
態調査 概要」で検索
• 日本語版
• 日本語ルビ振り版
• ポルトガル語版
• 浜松市精神保健福祉センターに直接問い合
わせれば報告書を入手できるかもしれません。
– ただし広く頒布する方法はとっていません。
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